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指定年月日 平成2年9月13日
所在地長浜町大字白 滝

所 有 者 白 滝 小 野 地 区区長

白滝小野集 会 所 ( 西 瀧寺末庵伽 羅 陀山宝櫨寺)に安置されている この像は、像高 166cm

(台座 を含 む )、胸幅35cm、 膝 幅73cmの寄木造りで、玉眼を最入している岩座の座像です。 江

戸初期の作品で、 1744年 ( 延 享 元 年 )に修復され、仏像 、台座、光背もしっ かりしていま す。

「白滝村史」によると 、 この像は小野筆 (802~852年)の作といわれていて 、 昭和 7 年 4

月の調査で油紙に包まれた修復前の古仏 体 の一 部分が発見され、油 紙 に は 「延享元年 9月 24

日古木本尊皆用いる云々」 とあ りました。 これにより、村民一同益々信仰を厚くし 、 堂屋を

改修し、また塀垣を修復して一層祭杷を正しく したとあ ります。

昔か ら 旧暦 の 3月24日を地蔵祭 りと称 し、肱川流域の大きな祭りの 1つで した。 例 年 4月

24日に開催されていましたが、平成13年からは 4月 の第 3日曜日に開催されるようになり 、

福撒 き 、 子 供 相撲大会等で賑わっていま す。
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①「部需計画墜域の変更」の目的
長浜町の部市計}山il実域については、昭和24年の指定後、昭和34年と昭和50年の変更を経て、現

在に主ヮています。その問、都市計画区 域 内 で は 、 都 市 計 両 道 路 ( 役 場 前 付 近 の 道 路 等 ) や 都市

公園(住吉公同)等の整備を進めてきましたり

また、 ム級iロ]川「肱JI [J の度重なる浸水被害を~))くwため[教住災害対策特別民号、事業等の河川整

備が行われるとともに、肱川沿いの主要地方道 2si'''Tm泉についても、道路改良事業が推進されてい

ます。さらに、平成12年 7月には四国縦貫自動車道が一人洲市まで開通し、今後ますま寸肱川沿川

の土地開発と大川|圏域へ向けた合展が予想、されます。

以上のように、当町を取り巻く社会情勢は大きく説化していることから、都市計画全体の見i直

しを行い、言十I山j的なまちづくりを行っていくため、都市計画区械の変更を進めてきました。

②「都市計薗区域の変更」の経緯
都市計画区域の変更案については、平成 L2 j' 1~ !f月に役場から町内全日へ配付するとともに、町

内 3箇所でf主民説明会を開催しました。住民説明会でご意見をお聴きした後、法手続きを進めて

きましたが、二本年。月 15 Rに受媛県から「長浜都市計両区域の変更」についての決定己示があ

りましたので、その概要に勺いぐお知らせします。
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③都子韓首十E覇[d域の範囲と覇積
前 頁 の 医 域図のとおり、今までの都市計画区域(大字仁久・長浜-沖浦・黒田・晴海の全部)

に加えて、新たに大字拓海の全部が指定され、また、大字下手頁戒冒上老松園由滝 m 柴田大越の一

部が地番指定されました。都市計画広域の面積は、今までの区域約 6 2 7~レに加えて、新たに

約 369 レが追加となり、全部で約 99 6~v になりました。

⑨都育苦言十重量産域{こ曾まれる効果と制限等
都 市計 画区域に含まれると、公共下水道事業(用途地域内)や土地区画整理事業などの都市計

画 事 業 が 行 えるようになり、都市として整備される反面、住環境整備や保全のために、次の よう

な制限等を受けることになります。

i) 3，000出 以 上 の 開 発 行 為 を 行 う 場合には、都市計画j去に基づぐ県知事の許可が5必要とな

ります。

(なお、都市計画法の改正により、本年 5月18Uからは都市計画医域外でも 10，000m"以

上の開発行為を行う場合には、県知事の許可が必要となりました。)

ii )建築物を建築する場合には、建築基準法に基づ〈建築主事の確認が必要とえEります。

iii) 5，0 0 0同以上の土地亮買等の契約を締結した場合{こ(;t" 圏土利用計画法に基づき、 締結

後 2週間以内に県知事への届出が必要となります。(※都市計画区域外でも、 10，000ば

以上の士地売買等の契約を締結した場合には、同様に県知事への届出が必要です。)

iv) 建築基準法{こ基づぐ制限がかかるようになります。

例えば、建築物を建築する場合には、原則として、幅員 4m以上の道路に、建築しようとする

敷地が 2m以上接していないと建築ができなくなります。(ただし、道路幅員については、幅員

が 4m未満で、も、幅員が1.8m以上あれ ば、原則として道路中心から 2 m後退することにより、

4 m幅員の道路とみなして取り扱うことができます。)

道路幅員が 4m以 上 の 道 路 に 住 宅 が 接することによって、より良い住環境の形成を実現す ると

ともに、防災卜の避難ルートを確保し、安全な住環境の整備を行うこと等を目標としています。

以上のような開発許可、建築制限等と道路・公園-下水道等の都市施設の整備によって、住環

境の良い街づ〈りを目指していきます。 今後とも、町民のみなさまのご理解と ζ 協力をお願い散

します。
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母
船公示

各政党が候補者名簿を届出(当選JI嗣立はなし)

- -

! Oit¥OElB I I f:;，ム引
ー旬園町E日開温坦通-ピ/'

候箱者名で宅、

政党名で毛

按票できる

選暴投票

有権者は、名簿に記
載された候補者名を投
票用紙に記載して設票します。ただし、候
補者名に代えて政覧名を記載して投票する
ことができます。

(政党は〉
一定の要件を満たす政党

は、当選jll貢位をイ寸けないで
候補者名簿を届け出ます。

00党候補蓄
個人の得票叡

ムム党候補者
個人の得欝叡

-・圃圃・・$嗣票

~.::二二2

..  揚".

各i攻覚め総得票に応じて議l膏を比例配分し、
1[1実輔者ごとの得票数の)1聞こ当選人を決める

fお問い盲わせ] : 

i長浜町選挙管理委員会 1

: (官52・1111巴惰)2022)まで。;

300万票

守O万票

70万票

50万票

30万著書

60万票

ムム資
自ム里ね代

田ム水ムー
ム7t¥L>.子

ム中ムj台

政党名の授欝

2人当選

L~OO万票
120万票

100万票

80万票

60万著書

40万聖書

00党
問。山O永

田 0回O江

田 0孤O!3B
0/110子

政党名の猿票

3人当選

命結果

(当選人の決め方(i...)
①政党の総得票数に基づいて「ドント方式J(注)により、各政党の当選人の数が決
まりますc なお、政党の総得票数は候補者個人の得票と政党名の得票を会算したもの
とします。
①各政党!と配分された当忌人¢数の左よかで、
得票数のもっとも多い候補者か611慎次当選
人が決まります。
(注)ドント方式・上ヒ例代表選挙における

当選人の決定方式。政党の得票数を 1から
11慣に整数で割り、その商の大きいI!慢に政党
lζ議席を与える。考案者である法学者ドン
卜(ベルギー)の名にちなんでいます。
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事蹟艶箆慰留揺謹額獲器笛認磁部議鄭麗恕緩題懇鐙連廼媛盟主

重大洲保健所からの
投与を受けた可能性があると思 C県立中央病院(松山市)

も お知らせ
われる方は、なるべく早くその

医療機関で血液杭査を受けてく

ださい。

。済生会西条病院(西条市)

。 四 国 中 央 病 院 (]II之江市)

。栗田内科〈屍i記>C伊方 町)

女性の健康相談

[n時] 6月21円(木)午後 4

E寺 ~5 時三

【対象者〕昭和47年~63年の聞

に、次のような病気で入院した

ことのある方。

E無料検査受入機関3平成13年

7月31日まで。

【お問い合わせ1大洲保健所

(宮 24← 3 1 6 5) まで。
I場所I 大~j十|保健所

思春期保健相談

。新生児出血佐(所生児メレナ、

ビ タ ミン K欠乏症等)等の病気

で「民liO>止まりにくしづとの指

摘を受けた方。

苦帯感開蒋蒋語蒋蒋〉空事露呈苦虫主主搭草書密密輔寝持罪認部母語存型:.~

2英会話教室生徒募集

長浜公民館では、全町内の方

を対象に、次のとおり英 会 話 教

室 の 生 徒 を 募 集 し て い ま寸。ど

しどしご応券ください。

f日時] 6月28日(木)午後 1

日古一 ~4 日寺

。肝便 変 や 劇f肝炎で入院L、

出血が著しかった方。

i場 所1大 洲保健所 。食道動 脈 憎 の 岐 裂 や 消 化 器 系

[期日}毎週水曜日(初級…午
※上記、ともに要電話予約。無

来十。

疾患により大量の吐ド血があっ

た方。
後 7 時~8 時、 中級・四・午後 8時

Iお問い合わせ・ 予 約 先 } 大 沸10大量に出血するような手術を
ノ 5 タデ~9 時 5 うナ.ネ兄日はインド講)

保健所(位 24-3165)までr二 受けた方(，'f1，産H寺の大量出 lUlも
[場所}ふれあい会館会議室

B型肝炎・ C型肝炎
検夜受診の呼びかけ

合む)。

イ言回了)

{講師1タ仲軍市住草助手・スティー

ベンードルセットさん

I会費] 1，000円/YJ

次のような、病気で下記の 8医 O済生会今治病院(今治市j

療機関に入院され、手術等を受 。 吉野病院(今治市)

E申し込み句お問い合わせヲ長

浜公民館(ふれあい会館内;器

52同 1210司帽 2) まで。
けて非加熱血被凝固因子製剤の Q 十全総合病|記(新居浜市)

沼嵐耳E沼樹原 i皇居福居摺盟儲思思o.頭車語沼臨回国沼用語草i'ii~詰沼観底思:s: :s:研閣議富田沼沼沼呂田*揺揖期臨摺揺盟眼帯 摺 1

農 業 者 年 金羽川届は、毎年 11111、経営 移 譲

年金や農業者老齢年金を受給されている方の

資格確認を行うための重要な手続であり 、期

限までに提出されなかった場合には、年令の

芝給が差し止められることがありますので、

くれぐれもお忘れのないよろお願し、します 0

1 提出日寺期

勾~>f下 6 月 1 日から 6 月 3 0日までに届書を

提出。

2 資格石宣言翠

①現況届の生存証明の鹿止

(交給権者自らが署名)

受 給 権 者 が自ら署名を行い、届出してくだ

さし、。

なお、自ら有 名 で き な い 場 合 は 、 代 理人が

支給権者欄を記i;えした上、代理人欄に氏名・

受給権者との関係・住所・電話番号を記載す

ることとなっていますり

(※代理人と は、配偶者・子・兄弟・農 業 委

且ー農業委員会職員・隣人守n)

②農業所得め申告状況

農業所得に係ゐ巾一町村税の納税申告を行っ

理事事担普く j
「どし、るカミ。

3 その他注意事現
①平成 11年中に経営営P移譲を行つている方は、

長業所得得-にイ係系る市町村税の納税申告を行つた

者であることの石確程認書類 (E畏主3栄ミ委員会に備え

イ付寸けの 「経常移誌に伴う言詰芦:包包義σの〉変更に再間』止記←d

る確言認忍害書二」ρ) を拒f出Ho
②農地を使用貸借にて貸付を行ってしミる方で、

貸借期間が契約切れになられる方及び国土調

径等において民地が農地外(I J I林等)になっ

て お ら れ る 方 は 支 給 停 止 に 該 当 し ま す の で、

こ7宇目言炎くだ、さし」

⑤贈与税の納税猶予の適府を受けているブjで、

国土調査与におし、て農地元)~農地外(山林等)

になっておられる方は、贈与税の納付に該 当

しますので、ご掴

言炎くえfさし'0

お問い合わせは

農業委員会事務局

(役場経済課内)

すま 52-1'~11

調)2 1 2 1ま亡、。

ρ 
J -

生ミ診
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(同錦町時現FF
¥一一ι ~ド ーン喜 第5許取手事にQIJ]1答

自知っ τ~I~雪ずか 7
ii λ権擁護委員

亦橋の見える ? 経費差助成Lt;ざす 霊平成13年度啓発活動重点E標

風景絵画展
町内の皆さんがお持ちの、

「赤橋の見える風景画」約30点

が集められ展示されます。

【期間】 6 月 15 日 ~7 月 1 日

(月曜団体館圃午前 9時~午畿

5日寺)

長浜町においては、近午猪に

よる被害が多手きしており、その

被害防止対策として農業者のブゴ

が猪駅除のため仁取得する甲粒

免許(民)の必要経費(講習。

受験費)に対し、助成を行しミま

vすU

免許を取得せず¥畏を使って

「育てよう一人
ひとりの人権意識」

~思いやる心が
築く新世紀~

ド暴戸斤〕ふれあい会館ギャヲリー 猪を捕猿することは通法となっ

人株擁護委員は、それぞれの

市 町 村 に お い て 地 域 住 民の人権

が侵害されないょう常に注意を

払い、もし、人権が侵害された

ときは、その相談を受けるとと

もに、被音救済のため速 やかに

適切な処置を採っていますにま

た、街頭啓発、講演会や 庭談会

などを通じて、人権の夫切さに

ついての理解を深めてもらうた

めの活動にも努めています。

クリーン 賦)11
絵画コンクール

出品 作品 展

国土交通学?により、「クリー

ン 肱川絵画コンクールJに 出 品

された、長浜町内・大洲市内の

小学技 4-5年 生の児童が描い

た絵画多数が展示されます。

【期間] 7 月 3 日 ~22 日(月曜

自 ・祝自体館:午前 9時 ~午 後

5 日寺)

【場所】ふれあい会館ギャラリー

長浜埼玉子ヶ丘霊冨
の貸付を開捕します

かねてより整備工事が進めら

れていました五了4 ケ丘霊園が完

成しました。

墓地 が必 要で、次の条件を満

た すnに貸し付 けをいた Lます

のでお中 L:iるみください。

i募集開始期日] 6)J 20日(水)

7から

[対象者]0町内に住所もしく

は本語を有する者C現に、他の

公共墓地を悦用していない者

[墓地の場所}長浜町大字柴甲

1411番地の2

【貸付面積] 1区I均i6平方メー

トyレ

i貸付金額] 3 6万円

Iお申し込み・お問しミfTわせ先l
役場生活環境課(宮521111・

(有)2091)までり

-7← 

て いま 寸ので、この機会に助成

事業を利用され、民の免許を取

得して いただきますようお願い

いたします。

なお、町では、 4者のす甫才菱オリ

(使用には甲種免許が必要です)

を購入 し、貸し出しを行うこと

にしています。 あなたは、家庭内の問 題や学

I申込期間] 6月 1日-6月20 校でのいじめ、隣近所のもめ事

日

【募集人数] 2 0人 ( 申 込 多 数

の場合は抽選)

I対象 者1農業者(町内居住者)

[助成内容】猪駆除のために取

得する甲種免許取得にフケかる予

備 講習費と試験費用の1/20

【申込先]役場経済課(農協各

支所に申込用紙を用意しており

ます。)

i講習会ー試験日程等1未定

(往日、申込者に通安nv、たしま

す。)

Eお問い合わせ]投場経済課農

政係(告52-1111圏構U2123)まで。

新 刊 情 報 です

などで'Iy;!iんでいませんか?人権

問題についてお困りの万 は 、 お

;1]:くの人権擁護委員にお気軽に

ご相談くださ ¥"c 相談は無料で

秘密はi対く守られます。

なお、法務局大洲支局では、

年週月-水-金曜日に、人権擁

護 委 員 が 法 務 同 に 常 駐 して相談

に応じています。

Eお問い合わせ】法務局大沸i支

廟(曾24-41(5)まで。

~長浜町立図書館~

書名 著 者

Oお父さんの主主椅 f

Q500gで生まれた娘へ

O時宗 巻のさこ圃震込

ウ血脈 (上・下)

。天の瞳(成長編、少年編)

前島巾希

井 h美智代

高清克彦

佐藤愛子

灰谷健次郎

者ヰ融
引バてま望克
己J二完宅産

日， ， 
L四軍国圃圃園周園田園田--・・・--胆圃幽圃・圃冒圃・司 E ・・・・--圃園田園開・園田岡・・開 a 則自由回国四国副---園田・幽国闘周回目国 E 園冒園田」



iO哲iEO時 7f 
ゆる官 原ごずくり空鶏~

「ごころの古監、J UI!?\'Cい号襲撃品百~\?

古ストレス社会の今 H、 “こころのカゼ"と呼ば

れる「うつ州」が増えています

古「健康日木2lj では、疾病だけでなく、こころ

の健康づくりも大切だと考えています。

。これといった蓄電気では窓ももけ札ど、
「俸が増益い岳君主騒乱数いJ

そんな人は→皐めの休養奇心がけましょう l

f閉常生活でのゆとり感?

拝朝、気持ちよく円が覚めますか?気持らよく

日が党めているかどうかが、自分のストレスの状

態を測るバロメーターです。ストレスは、放って

くと雪だるまよに積もり、次から次へと悲し、状

況を招いてしまいます。単純なことでのうっかり

ミス、居眠り運転での事故・一、などなどの

平成10年健康(生活習慣)の関する世論調査結果より

[めざせ 1糠適睡眠]

メリハリのある、規則正しいtt活を。(きちんと食事、適度な運動) 告人軍『す

明を明るくするだけで(起きている時)、その後の眠りがスムーズになる。 ゃ議長いf!

③倣夜をする時は、 IH~気のピークになる午前 4 時引に、 1 時間ほど休盟する。 f子長色4月

スト1-0，ゑ障費量
。醸譲りすぎ拡ストレスのも

気付いて議寄付君。
「やらなきャいけないことがある!これくらいの疲れ、

まだまだ干気cJと無理をしないで

“チヨット一息、心にゆとりを"

題端、今目指高寵行官事!

クス方濃
レスを上挙結解消し嚢しよう!-..

1 静かに日を閉じてゆっくり深呼吸を。

日を閉じると、脳から α(アルファ)波が山てリラックスできます。

社事の合同合間にどとうぞ。

2 ぬるめのおJ!lRrL，Jrにゆっくりつかる c

3九

シャワーの場合は、血管の細Lミ子先)i_先からかけていくと血行が具くなり、頭がすっきりします0

3 身近なところに自分の好きな写真や小物を飾る。

自に付きやすいデスクや手帳、壁などに気に入っているものを飾ると心が安らぎます0

4 簡単ストレッチで気分転換。

肩、首、腕、足、 JJ要なとマいろんな所の筋を伸ばして、筋肉の緊張をはぐし、頭や目の疲れをとりますに

-8-



弘
之片

;込

吉
村
環
太
部
醜
藩

土
佐
の
脱
藩
第
一
号
は
、
の
ち
に
天

諒
組
総
裁
と
し
て
大
和
鷲
家
口
に
消
え

る
吉
村
虎
太
郎
で
あ
る
。
文
久
二
年

(
一
八
六
二
年
)
二
一
月
七
日
(
日
に
つ

い
て
は
異
説
あ
り
て
梼
原
村
の
庄
屋

吉
村
虎
太
郎
は
、
黒
駒
に
ま
た
が
り
、

大
勢
の
見
送
り
を
受
け
て
家
を
出
、
四

万
川
か
ら
九
十
九
曲
峠
を
越
え
て
脱
藩

し
た
。
土
再
(
城
川
町
)
を
通

り
、
大
洲
を
経
て
、
長
浜
の
宿

屋
金
兵
衛
の
家
に
着
い
た
。

金
兵
衛
邸
に
宿
泊
し
た
虎
太

郎
は
長
州
に
渡
り
、
こ
こ
か
ら

本
間
精
一
郎
を
土
佐
に
送
り
、

武
市
瑞
山
に
脱
濯
を
迫
っ
た
。

藩
を
挙
げ
て
の
勤
王
を
画
策
す

る
瑞
山
が
動
か
な
い
と
ど
を
知

る
と
、
次
に
沢
村
惣
之
丞
を
放

ち
、
坂
本
龍
馬
の
脱
藩
を
手
引

き
す
る
よ
う
命
じ
た
。

長
浜
町
本
町
の
冨
田
逆
夫
氏

方
に
、
そ
の
曾
祖
父
、
巨
雇
金

兵
街
に
宛
て
た
吉
村
虎
太
郎
の

手
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
先
に
滞
留
し
て
ご
馳
走 す

が

同

ユ
に
な
っ
た
こ
と
を
謝
し
、
更
に
「
両
友

(
二
人
の
友
人
)
こ
の
度
ま
か
り
趣
し

候
問
、
万
事
宜
し
く
i
」
〉
一
書
か
れ
て

い
る
。
あ
と
に
続
く
脱
藩
者
へ
の
援
助

を
依
頼
す
る
内
容
で
あ
る
。

機
は
熟
し
た
。
同
は
動
き
始
め
た
。

憂
国
の
よ
士
、
二
十
八
歳
の
青
年
坂
本

龍
馬
は
、
今
ご
そ
辺
境
の
地
土
佐
か
ら

日
本
へ
大
き
く
雄
飛
す
べ
き
と
き
で
あ
っ

た。

高漏E回空「器の美鱗館J
~この秋

f軍
リニユ←アルオーブン~

平成 7年に開館以来、今坊地区の元気おこしとふるさと今坊のイメージアップの拠点とし て親

しまれてきた「港の美術館」にとのたび、作品展示を入れ梓え、リ ι ューアルオープンすること

になりました。

腕に自信のある方もない方も、 防波堤のキャンパスに絵を持川、ていただく方を広く募集します

ので、ふるってご応募ください。

Iテーマ}長浜をイメージするもの、長浜の春夏秋 冬

{イ乍長兄)t月間] 7月 1日 (日) ~ 9月 2日 (日)

{定数] 1 6人(なお、グループでの応募も可)

I締め切り] 6月30f'1 (土)

iその他]作品のサイズや枚数、準備物、作成要領等、

詳細は次のところまでお問い合わせください。

工お問い合わせ・応募先l今坊ゅうやけの会事務屑的

打巷の義幸f.J車担保司津田博幸(干799-3 11喜多郡長浜

町大字今坊乙566回 6:君。893-52-3243)まで。

ー ら

開館以来約 6年を経た港の美術館

情ノイv⑨/(~/て平/ヲ/匂/弓つむ/C!ベー今~/í~/ゐ/⑩/町号令/む '，"そ聖/(!ノミ雪作/き/弓/o，1a⑨や/イ望/⑨ b九γ(lI/{!ペY:ø〆今/~〆〈警やノ万 望

9 



命詩人司昌記

国民年金は世代と世代の助け合いの制度です
同民年金制度は 、 国 民 み ん な が 加 入 し て 若い世代が、年金世代を支える仕組みになっています。

私たちが市!なめる保険科が今のお年寄りの生活を支え、在、たちが年老いたときには、次の世代の人たち

が納め J;〉保険料によ~)て支えられる、国民全1+:の支え台いの市Ij J変です。

か?保

同民年金保険料は、毎月きちんと期限内に納 め ま し ょ う

。老後の安定した生活を守るためにも、納め忘れのないように気を付けてぐださい。

あ
イ呆1;，食事、|を納め忘;!Lると、

くなったりします。

また、万一の事故や病気などで障害者ーになってしまったときに支払われる障害基礎年金や、不幸にも

亡くなられたときに支弘われる遺族基礎年金を、受けることができなくなる恐れがあります。

保 険 料 を 納 めずに放っておくと、納付期限から 2年を過ぎた場合、後で納めたくても納めることがで

きなくなり、寂しい老後を過ごすことになりかねません。

自分自身の老後の基盤を築くためにも、保険料を納めることが大切で、す。あなたとあなたの家族に大

切な保険料納付で、す 忘れずに納めましょろ。

保険料の手!なめ忘}，L を I~方ぐために、便利で佐実な保険料の 1 1I坐振替や、

たの家族にとって、大関な保険料です
将来受ける老齢県礎年金の額;l){少なくなったり、場合にょっとは 4乏 け ら れな

あyk

お得な前半内:UUJ主も乙ちります」

鴇思
，~.固・

固':.:日

支結レま

F固目 t
;0;0;;';" 
E・.，ー事::'〆æ~: 鵠沼持詔鴇詔部詔羽田

品構

日..-…， ".:0:.' 
ー一一悶ー

.;..;.;園J'.....' ι;.;';>:i 
・・・E

E現

的

持百詰詔詔詔苦虫色J "V."o '....... 

襲安音寺地麗?

.'o'.'J 
'.'0'."臼l

......• 
'.'開 N一・0''''''主主主iw 

長
浜
町
で
は
、
平
成
十
一
一
一
年
三
月
二
十
四
日
に
発
生
し
た
芸
予
地
震
に
よ
り
現
に
居

住
し
て
い
る
住
家
に
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に
、
そ
の
修
繕
費
の
一
一
討
を
柿
肋
す
る

「
士
宮
予
地
震
被
害
住
一
本
修
料
支
援
事
業
L

を
創
設
し
、
被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
内
一
討
は
次
の
と
お
り
で
す
。
補
助
金
を
受
け
ら
れ

る
方
は
住
民
福
祉
課
で
巾
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
c

な
お
、
申
請
期
隈
は
穴
月
一
一
十
四
国
(
災
害
発
生
か
ら
一
ニ
か
月
)
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

一
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

O
長
浜
町
内
に
居
住
す
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
で
、
平
成
十
二
年
度
町

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
の
世
帯
主

①
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

方
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
は
前
記
の
方
、
y
一
同
一
円
し
て
い
る
世
帯

ニ
補
助
の
交
付
対
象
と
す
る
経
費

O
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
万
が
所
有
し
、
現
に
居
住
し
て
い
る
住
家
の
、
っ

ち
、
日
常
生
活
の
起
居
に
必
要
な
部
分
に
お
い
て
、
今
回
の
十
一
五
予
地
震
に
よ
り
生
じ
た

破
損
の
修
繕
に
必
要
と
す
る
(
必
要
と
し
た
)
経
費

※
「
日
常
生
情
の
起
日
に
必
要
な
部
分
」
と
は
、
住
居
の
本
体
部
分
(
屋
根
、
柱
、

防
止
、
床
、
窓
、
基
礎
等
)
を
い
い
ま
す
。
な
お
、
住
居
に
付
属
す
る
倉
庫
、
車
庫
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
修
繕
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

一
一
一
補
助
金
の
額

。
修
繕
に
必
要
と
す
る
(
必
要
と
し
た
)
額
(
最
高
三
十
万
円
)
の
四
分
の
二
一
以
内

四
手
続
巴
必
要
な
も
の

①
長
浜
町
が
発
行
す
る
「
り
災
証
明
書
」

②
修
繕
内
容
、
経
加
わ
一
を
時
訟
で
き
る
見
桔
古
ま
た

は
請
求
書
の
写
し

③
修
繕
個
所
の

τ主

な
お
、
ご
不
明
・
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役

場
住
民
福
祉
課
(
宮
五
二
1

一
一
一
一
)
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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一
わ
た
し
た
ち
は
こ
れ
ま
で
に
数
々

一
の
人
権
問
題
や
差
別
に
つ
い
て
学

一
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら

一
が
何
の
罪
も
な
い
人
々
を
昔
し
め

一
続
け
て
き
た
こ
と
も

;
c
差
別
は

一
人
と
し
て
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な

一
い
行
為
だ
と
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、

一
そ
れ
が
今
無
く
な
ら
な
い
の
は
な
ぜ

一
で
し
ょ
う
か
。
二
十
世
紀
も
終
わ

↑
り
、
も
う
す
ぐ
二
十
一
世
紀
に
な

一
ろ
う
と
し
て
い
る
時
に
、
い
ま
だ

一
に
い
わ
れ
の
な
い
差
別
を
受
け
て

一
心
を
傷
め
て
い
る
人
が
い
る
。
こ

一
れ
ほ
ど
悲
し
い
こ
と
が
他
に
あ
る

一
で
し
ょ
う
か
コ
私
は
思
い
つ
き
ま

一
せ
ん
。
差
別
を
受
け
る
と
と
は
、

一
そ
の
人
自
身
の
存
在
が
否
定
き
れ

一
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
で
す
。
白

一
分
と
い
う
存
在
を
一
人
の
人
問
と

幽
調
「
一
回
巴
輔
岨
『
れ
嘩
民
髄
，
一

圃
圃
昭
一

ι園
〔
湘
臨

一
竪
竺
一

緩
凶
様
車
譲
V
怠
幽
醐
麟

じてうと はもてら疑るとでだし差かな人あといは問るが巻 かし i
l」い与かあ のい 私問 とい なかま別らかとりでは、題こ平く学らで;
とるつ 、りはるたを、うくらつの外つ!司まあし皆だと等環校。認 i

lひの円積ま、かち感私言て「て対れたじしるてにとので境や め n

!とで‘極せ必らはじは葉 lまみい象てりょこたとあ同 V パあの社
i手すず的んずでーでちをなんまにし、との考げしつラる中会 も i
と。ぷと 0 しす 人 し ょ 斗 : らなしさまそが従えれここンこでな ら;

;めだるか気も o ーまつにな同たれうのでつらばととスと感ど え!

;E古寺連高官画会主とすどじ 0 てと枠きて号主 EZZ品iえ ?i 
iて「 ι的いと竺個す 服融齢 構 轍 叫 ニ 二 圏 い が せ 。 常 性 こ た な
しみ面ととい一性。 暢島 観司臨曙認霊園る平るこにをとち る

iまんをかかうとをな 醸韓議鍵額融足臨調轟盟岳遭醸国風等、れ難尊はを の
うな持と弱こい持ぜ 「一一 一ーャー;~朝なあまし章、取 で
の同ついい と う つ な I ~. • 、 . .~臥|がこるでいす皆り す

，~. ~ ~.~. I r未来のための幸福諭J
: Idうま佃れそでしろ . ..，..........・ E ・時~I 自てるひまく行人 は

iも にす性、の寸まか l -一一 一一一一一一」分きのっしこ動のそど!

!芸完 4主主 会町主主 [ 高校 3年生 ;主手 Ziセ ふ き 程 己主 i
iくばの重をあいでる I (12年度人権作文集より)う o 0 め良重)(うと i
な、人す認りいすと ¥ • - I ，........."" 11=-1 I _..，.._......，..._._，~ ，/ I こ 例そてい要を性考思 、 ;

る自のるめのと。、 とえうそ所だ大橋えっ
iで然個こ る ま は 本 そ も - - - ，ま立て分視ななてをばすのもと切やかの;

!与主告主 主 主 竺 告 を 2人て で 三 是 宅 2Tそ主主雪合警警 YAぺ干 i
:う別尊もは姿ま単一杯!とー とくそう見いでれいの自身所よ、の私。;
一。や重っ そ を せ 純 伴 い 人 こ思のこる」なをた人然ともう認考は
;そ偏すなの受んなでうはろえ人とととけ「とがにし、にめえ一
;れ見るが人けか発きと違がてがを、いれみし何思て全なて方人 -
iをのよりの入。想、でとう 、き腹し白うばんまかえ見部りい、- i 

lむいに下てのめいあがJなりやるく るんとす 1 
た C 想、きそ良直るりもの、はだそ「とてがベ 三:，:.:.;-;.:.::}~...，絞らþ拶ぜ党謀説。ゑ u 

iめそういのいし人ま大で考 り け う 差 思 す で て
!のれ心。入所てたせきすえ実 で 」 別 い ぐ さ の
i第がをそ 白 も み ち ん な の た際はなはまにた人
;一幸忘し 身 患 で を 。 こ だ りに何どだてならた
;歩せれてな い 下 、 あ と か す 行もとめ く、ち1ι なず、の所さもなをらる動争はだ す今が
: IcJご未にt-Lだもいうたすと こを忌で。 こ 心
iる来いい と み 。 ー の る い と起り言手 とるが (路ぱ広イυhT対安
12をてを 詑んそ度周必つが こまっ別 が託け 終予，cr寸引保安数総 ; 

せ 恐怖'i.J_.，，/ ) i 乙膨れ1:'¥f'i 
;寸つ下んめなの見り要て大 しんでそ で別る きら党三~必ずテ^
:九かさ切て 全 人 ワ に は 、 切 た fZいな さなこ 可i 務者qMmvpzit::〉: i 

O)E望J
調」月時

8月審闘は

時代が変わる 私が変わる

環境世紀の幕開けです く環境省>
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i 闘
si覇
持主
購
尊:
祭
り
子
供
宇呂
撲
子、L

誠
君
、
わ
優
勝

四
月
十
五
日
、
白
滝
・
柴
小
学
校
の

男
子
児
童
四
十
四
人
が
参
加
し
て
、
情
一

例
の
小
野
地
蔵
尊
祭
り
奉
納
子
供
相
撲

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

一
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

〔
一
擾
勝
〕
岡
崎
誠
(
柴
小
)

門
準
優
勝
〕
清
水
豪
(
白
滝
小
)

【
第
一
一
一
位
〕
楼
田
康
允
(
白
滝
小
)

ニ
年
生
ト

i
ナ
メ
ン
ト

〔
優
勝
〕
東
心
吾
(
山
沌
小
)

〔
準
罷
勝
〕
高
石
茂
宏
(
白
油
小
)

〔
第
三
位
】
ト
満
正
之
(
白
滝
小
)

三
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

[
優
勝
〕
上
回
調
太
(
柴
小
)

好取組で賑わった子供相撲大会

〔
準
優
勝
】
大
野
稜
太
(
柴
小
)

〔
第
三
位
〕
池
田
周
平
(
白
滝
小
)

四
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

門
優
勝
〕
洲
一
巨
成
(
白
滝
小
)

〔
準
優
勝
〕
児
石
一
洋
樹
(
白
滝
小
)

〔
第
三
位
〕
法
制
一
義
仁
(
柴
小
)

五
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

〔
慎
一
勝
〕
上
満
研
五
口
(
白
滝
小
)

〔
準
僅
勝
}
尾
L
L

久
足
(
内
沌
小
)

〔
第
三
位
}
太
問
光
介
(
柴
小
)

六
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

【
優
勝
〕
畝
中
附
(
白
滝
小
)

〔
準
慢
賠
〕
矢
野
雅
之
(
白
滝
小
~

〔
第
一
ニ
位
〕
大
西
修
平
(
白
滝
小
)

三
人
抜
き
一
優
勝
者

〔
一
年
〕
棲
刊
康
允
(
白
滝
小
)

門
ニ
年
】
L
L
満
正
之
(
白
滝
小
)

〔
一
ニ
年
〕
上
回
潤
い
ん
(
柴
小
)

〔
田
年
〕
見
卜
大
海
(
白
滝
小
)

〔
五
年
〕
上
満
耐
五
口
(
白
滝
小
)

〔
六
年
〕
畝
巾
剛
(
白
滝
小
一

成

盟

大

空

優

勝

ー
沖
浦
観
青
少
年
剣
道
大
会

1

凶
月
十
七
日
、
沖
浦
保
育
所
で
第
十

四
回
沖
油
観
音
奉
納
少
年
剣
活
大
会
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
学
生
約
四
十
人

が
参
加
し
た

f

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
わ
一

小
学
生
鑑
学
年

〔
擾
勝
〕
成
田
大
空
へ
長
浜
小
)

門
準
慢
勝
〕
村
上
瑠
璃
(
長
浜
小
)

小
学
生
中
学
年

〔
鐸
勝
〕
士
門
村
達
也
(
大
和
小
)

〔
準
優
勝
戸
大
石
直
人
(
大
和
小
)

〔
第
三
位
〕
上
回
竜
也
(
長
浜
小
~

〔
第
三
位
〕
淵
上
千
弥
一
r
k

喜
多
灘
小
)

小
学
生
高
学
年

門
優
勝
〕
神
田
陵
志
(
長
浜
小
)

九
時
半
罷
勝
〕
古
村
雅
宏
(
大
和
小
)

【
第
一
エ
怯
}
尾
上
久
晃
(
白
滝
小
)

〔
第
三
位
〕
松
岡
裕
布
(
大
和
小
)

女
子
め
部

〔
優
勝
〕
大
石
受
去
(
大
和
小
)

豆
半
優
勝
〕
谷
口
ま
ど
か
(
大
和
小
)

〔
第
三
位
〕
神
田
美
和
了
(
長
浜
小
)

{
第
一
一
一
位
}
東
瀬
菜
(
喜
多
減
小
)

住
畏
参
加
の
ま
ち
づ
ぐ
っ
固
昨
年

1
生
涯
学
習
の
ま
ち
ぐ
つ
く
り

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー

華麗な竹万さばきを見せた少年剣士たち

五
月
十
一
二
川
、
こ
れ
か
ら
の
住
民
参

加
の
ま
ち

ε

つ
く
り
推
進
の
あ
い
〆
方
を
探

ろ
う
と
、
中
央
公
民
館
で
平
成
十
一
一
一
作

度
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
ブ
ォ
ー

一
ブ
ム
が
開
催
さ
れ
、
教
育
関
係
者
ゃ
ん
作

柄
同
体
代
表
者
ら
約
二
百
人
が
参
加
し

た
c始

め
に
、
高
知
叫
生
涯
学
習
研
究
所

所
長
一
の
明
神
宏
和
先
生
に
よ
り
、
「
人

s

地
域
・
学
校
-
公
民
館
」
と
題
し
た
基

調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
、

「
お
金
や
物
と
違
い
、
人
は
育
て
る
以

外
に
な
い
。
一
人
ひ
と
い
ノ
が
も
の
を
見

る
円
、
も
の
を
捉
え
る
力
を
付
け
て
パ

ワ
l
ア
ッ
プ
し
、
組
織
化
さ
れ
、
実
際

に
行
動
し
な
け
れ
ば
町
の
繁
栄
は
な
い
。

白
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
が
大
切
だ
O
L

と
の
話
に
、
臭
剤
に
出
き
入
っ
て
い
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

12-

F
A
 

内ノ日ンポ、
/、ンたれh

u
v
 

一行が表発見且志の冬
百

で
は
、
美
町
石
吉
中
央
公
民
館
長
の
コ
l

デ
ィ
、
不
!
ト
に
よ
り
、
四
人
の
パ
ネ
ラ
i

(
西
川
町
ぷ
・
弘
瀬
佐
紀
子
吋

y

十
一
品
婦

福
祉
会
会
長
田
二
宮
増
男
豊
茂
郵
便
局

長
‘
亀
田
稔
ふ
れ
あ
い
会
館
館
長
)
が
、

住
民
参
加
の
主

ιづ
〈
り
に
つ
い
て
意

見
発
表
を
行
っ
た
c

要

講演を行う明神宏和失生

。
こ
の
地
域
を
後
世
に
残
~
寸
た
め
に
、

何
を
す
べ
き
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
住
民
パ
ワ
!
の
結
集
が
肝
心
。
。

一
本
仕
・
感
謝
・
思
い
や
り
の
心
が
大
切

I

C
K
Uとム一

J

は
昨
代
が
述
、
ソ
こ
と
を
円
覚

し
、
現
紅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
一
つ
く
り
を

ど
う
す
る
か
が
大
切
。
。
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
づ
く
り
は
-
人
ひ
と
り
の
に
つ

く
り
か
ら

O
生
涯
学
押
の
差
は
山
治
体

の
げ
涯
を
作
る
。
・
・
な
ど
。



五
月
二
十
三
日
、
松
山
市
で
開
催
さ

れ
た
統
計
協
会
総
会
の
席
」
、
ド
浜
の

丸
井
祥
子
さ
ん
は
、
統
計
業
務
及
び
統

計
協
会
事
業
仁
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
愛
媛
県
統
計
協
会
統
計
功
労
者

表
彰
を
呈
賞
さ
れ
ま
し
た
。

直
函

よE
tE 

さ
く
ら
ち
り
直
路
に
で
き
た
よ
花
マ
ッ

ト

三

年

上

回

調

太

よ
も
ぎ
さ
ん
け
が
し
た
と
き
辻
た
す
け

て

ね

三

年

大

野

初

主

ぬ
く
く
な
り
花
ふ
ん
が
と
ん
で
花
の
春

三

年

大

野

稜

太

れ
ん
げ
に
ね
は
ち
が
と
ま
っ
た
数
粉
間

凹

年

岡

崎

真

奈

叫
内

J

d

a

F
団恥

1

れ
強
く
た
く
ま
し
く
賢
い
子
一

一

針

転

配

民

ど

も

に

成

長

し

て

ほ

し

い

と

一

回

繍

糊

長

距

の

願

い

を

込

め

て

お

付

け

ま

一

五

百

(

日

し

だ

。

一一
w対
ん

庁

震

で

、

強

く

寛

立

心

一

d
島

F
V〉
U

T

?

?

織

一…
r
f
M
M

宇
山
を
持
っ
た
人
に
な
っ
て
ほ
し
一

一

割

百

ー

ち

開

い

で

す

。

…m
J…一
一
1
F
Z
~
ー

父

H

唯
志
さ
ん

斗
グ
ポ

f
E
B

母
川
由
紀
さ
ん

-YS
ぽ

山

信

一
世
工
荘
一
一

J
審
議
了

一

三

繋

議

場
A
J
J
Z警
鐘

一
ず
み
閏

j
川
1
1

一
一
一
一
一
二
国
軍

一
影
山
覇
島
!
?
同
紙
三
文

国
民
即
時
里
離

y
J
F
L一二

f

減
益
一
ぞ
-
一
一
九
一
〓

J

イ

札

動

醸
成
ド
パ
川
女
子
三
一
一
~
溺
襲
撃

一

長

器

開

J

Fト
邸
機

P

問

団

羽

悶

尚

震

構

震

V

壁
一
襲
撃
麗
護
襲
脂
血
ぺ
川

みなさんからのお便り

お待ちしています

役場総務課情報審理係

(宮52~1111 圃(事Û2170)

長浜高校美術部つぼ

た
ん
ぽ
ぽ
よ
頭
の
上
は
ア
フ
ロ
丈

山

年

竹

内

定

香

れ
ん
げ
草
い
ろ
ん
な
所
に
あ
ち
こ
ち
と

日

年

森

川

紀

郁

つ
く
し
の
子
身
体
検
査
せ
い
く
ら
べ

四

年

法

違

義

仁

/一一一ー

に残そろ
謂で約j菌汚染。民棄物の

不法:民襲を見i)¥tすたら甘正義替
海津環境保全推進週間

6月 5 日 ~11 日

海上環境事犯一斉取締り
6月12 日~21 日

〈謹上保安庁〉

れ1

「一一一一一一日一一一一一一日-2・一一一寸

! みん訟で酷ごう民ni 
札一一← i

j 聞は「土砂災関止調」 ! 
! 神購紅闘災週捕聞トア盟 i 
i 土砂災害l土、降雨などに伴い突然発生し、私たちの生命 l
jや財産を一瞬にして奪い、地域に訪山崎被害をもたら Lま|

l すこ〉こうした土砂災害が発芹ーする恐れのある土砂災害危険 i
|箇所は、全国で約四万箇所にも及びます。 I

! 土砂災害を防ぎ、被害を最小限に食い止めるためには、 i 

E 私たち A 人ひとりが「日頃の

i備え」と「早めの避難Jを心

がけることが、何よりも大切

| で すc

! 日明から、家の周辺の危険

l 箇所や避難場所を確認してお

i きましょう。 (!Jf;?prg現 i 
! <圏土貫通省> 丸一一一一一一一一

L一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 二 . . _ _ . 一 一 一一 J
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2001 6月15日--7月14日
事、¥';(J)7Jルシタ-一

日 曜日 行事名 場所 時間

15 ノ1へL 有害ごみ収集日

20 水
社会保険事務所出張相談日 長浜町商工会 9:00-11 :30 I 

びん・缶収集日

22 ノ1ヘz 粗大ごみ収集日

27 水
ペッ トボトル・発泡スチ

ロール収集日

重度心身障害者医療受給
町体育館・

29 1i九z 者証・母子家庭医療受給
各連絡所

9:00-16:00 

者証の更新 ・交付手続

7/4 7.1< びん・缶収集日

6 金 古紙 ・紙パック収集 日

8 日 第24団長浜卓球大会 勤休センター 8:30-

10 火 社会保険事務所出張相談日 長浜町商工会 10:00-15:30 

11 水
ペッ トボ トル ・発泡スチ

ロール収集日

13 金 燃やさないごみ収集 日

「梅雨入り」6月に入ると、九州南部から

旬 日 の う ち に 本 州 各地 も次々

しとしとと降り続く

田畑を潤す。 人の

の便りが届き、

と梅雨空に覆われる 。

雨は木々の青葉を洗い、

心、もしっとりとしてくる。 外国日本人が、

人よりウェッ トで 人 情 細 や か で あ る の も 、

こうした梅雨の影響を強く受けているから

ではなかろうか。

入梅は、暦の上では太陽が黄経80度を通

る 6月11日頃だが、 気象上の入梅は年によっ

て異なる。平年の 入梅は、沖縄 5月 10日頃、

関東 -甲 信 は 6月 9九州南部は 6月 2日、

目、東北北部は 6月14日。一方梅雨明けは、

沖縄 6月23日 -関東甲信は 7月 20日で、
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長櫛今豊黒白今沖出

線ができる 。

気 圧が東進して雨を降らせる。

型である 。 梅雨 の 前 半 は 概 し て 雨 量 が 少 な
つ ゆざむ

く、気温の低い日が多い。 「梅雨寒」

れる時期である 。 日寺に小笠 原高気圧が弱ま

り、発達したオ ホ ー ツ ク 海 高 気 圧 か ら 冷 た

い「やませ」と呼ばれる北東風が吹き荒れ

ると 、北日本を中心に冷夏となり、水稲を

は じめ農作物は 大被害を受ける 。宮沢賢治

これが梅雨

とし、オつ

本囲気成本井
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とし、つ

たのは、このような風カ宝吹いた年のこと。

梅雨も後半に 入 る と 、 小 笠 原 高 気 圧 が 強

が「サムサノナツハオロオロアルキ」

まり、蒸し暑い日が現れしばしば大雨が降

り 水害を起こす。 梅雨明け直後は 「梅雨明

人口・世帯数のうごき

4月末現在 前月との比較

9，684人 17人減

人 口 (男 4，567人) (男 7人減)
女 5，117人 女 10人減

世帯数 3，611世帯 10世帯増
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と いい、晴天が続き、気温は上昇

日最高気温 30度以上の「真夏日」が内

日最低気温25

け10日」

なお、

瀬戸内海や阪神地

21世紀もはや半年目を迎えた。 気候を上

国民生活を一層充実させたい

梅雨の天気図を 見ると 、

い 小笠原高気圧、北の冷たいオホーツク海

高気圧があって、これら 2つの性質の異なっ

た 高気圧がぶつかり合った ところに梅雨前

この前 線上 を次 から 次へ と低

し、

陸の盆地に多くなる。

「熱帯夜」は、

手に利用し、

方に多い。

度以上の

ものである。
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